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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 
通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞ 

（毎月分配型） 
 

愛称：グローイング・スター 

  
第100期（決算日：2020年１月14日） 

第101期（決算日：2020年２月13日） 

第102期（決算日：2020年３月13日） 

第103期（決算日：2020年４月13日） 

第104期（決算日：2020年５月13日） 

第105期（決算日：2020年６月15日） 
 

  
信託期間を従来の2021年６月11日から2026年６月12日へ延長しました。 

 
受益者のみなさまへ 

 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社

債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット
通貨コース＞（毎月分配型）」は、去る６月15日に第
105期の決算を行いましたので、法令に基づいて第
100期～第105期の運用状況をまとめてご報告申し上
げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い
申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 
2026年６月12日［当初、2021年６月11日］まで（2011年９月
21日設定） 

運 用 方 針 

主として円建ての外国投資信託であるピムコ バミューダ 
エマージング マーケット ハイ イールド コーポレー
ト ボンド ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＡＵＤ）、
クラス Ｊ （ＢＲＬ）、クラス Ｊ （ＺＡＲ）の各投資
信託証券への投資を通じて、米ドル建ての新興国の高利回
り社債等に実質的な投資を行い、利子収益の確保および値
上がり益の獲得をめざします。各投資信託証券への投資に
あたっては、実質的な配分は３分の１程度ずつになること
を基本とします。ただし、投資環境、資金動向、為替の変動
等により、実質的な通貨配分が３分の１程度ずつからカイ
離する場合があります。また、当該外国投資信託への投資を
通じて、実質的な保有外貨建て資産に対し、米ドル売り、３
通貨（豪ドル、ブラジルレアル、南アフリカランド）買いの
為替取引を行います（このため、基準価額は当該３通貨の対
円での為替変動の影響を受けます。）。なお、証券投資信託で
あるマネー・マーケット・マザーファンドの投資信託証券へ
の投資も行います。投資信託証券への運用の指図に関する
権限は、ピムコジャパンリミテッドに委託します。 

主 要 運 用 対 象 

三菱ＵＦＪ 新興国 
高 利 回 り 社 債 
フ ァ ン ド 
通貨選択シリーズ 
＜資源国バスケット 
通 貨 コ ー ス ＞ 
（ 毎 月 分 配 型 ） 

ピムコ バミューダ エマージング 
マーケット ハイ イールド コー
ポレート ボンド ファンド Ｂ 
－ クラス Ｊ （ＡＵＤ）、クラス 
Ｊ （ＢＲＬ）、クラス Ｊ （ＺＡＲ）
およびマネー・マーケット・マザー
ファンドの投資信託証券を主要投資
対象とします。 

ピ ム コ  バ ミ ュ ー ダ 
エマージング マーケット 
ハ イ  イ ー ル ド 
コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス 
Ｊ  （ Ａ Ｕ Ｄ ） 

ピムコ バミューダ エマージング 
マーケット ハイ イールド コー
ポレート ボンド ファンド（Ｍ）へ
の投資を通じて、米ドル建ての新興国
の高利回り社債およびその派生商品
等を主要投資対象とします。 

ピ ム コ  バ ミ ュ ー ダ 
エマージング マーケット 
ハ イ  イ ー ル ド 
コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス 
Ｊ  （ Ｂ Ｒ Ｌ ） 
ピ ム コ  バ ミ ュ ー ダ 
エマージング マーケット 
ハ イ  イ ー ル ド 
コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス 
Ｊ  （ Ｚ Ａ Ｒ ） 

マネー・マーケット・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

わが国の公社債等を主要投資対象と
します。 
外貨建資産への投資は行いません。 

主 な 組 入 制 限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、基準価額水
準、市況動向等を勘案して委託会社が決定します。ただし、
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないことがあり
ます。なお、第２計算期末までの間は、収益の分配は行いま
せん。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
 76期(2018年１月15日) 6,379 120 5.2 － － 99.9 2,570 

 77期(2018年２月13日) 6,104 90 △ 2.9 － － 99.0 2,900 
 78期(2018年３月13日) 5,971 90 △ 0.7 － － 99.0 2,889 
 79期(2018年４月13日) 5,804 90 △ 1.3 － － 98.4 2,816 
 80期(2018年５月14日) 5,557 90 △ 2.7 － － 99.0 2,672 
 81期(2018年６月13日) 5,291 90 △ 3.2 － － 99.0 2,505 
 82期(2018年７月13日) 5,162 90 △ 0.7 － － 99.0 2,333 
 83期(2018年８月13日) 4,925 90 △ 2.8 － － 99.0 2,258 
 84期(2018年９月13日) 4,577 90 △ 5.2 － － 98.9 2,064 
 85期(2018年10月15日) 4,836 60 7.0 － － 99.0 2,189 
 86期(2018年11月13日) 4,884 60 2.2 － － 99.0 2,183 
 87期(2018年12月13日) 4,754 60 △ 1.4 － － 99.0 2,086 
 88期(2019年１月15日) 4,609 60 △ 1.8 － － 99.0 1,962 
 89期(2019年２月13日) 4,708 60 3.4 － － 99.0 2,022 
 90期(2019年３月13日) 4,630 60 △ 0.4 － － 99.0 2,020 
 91期(2019年４月15日) 4,694 60 2.7 － － 99.0 2,089 
 92期(2019年５月13日) 4,453 60 △ 3.9 － － 99.0 1,948 
 93期(2019年６月13日) 4,359 60 △ 0.8 － － 99.0 1,949 
 94期(2019年７月16日) 4,517 60 5.0 － － 99.0 2,055 
 95期(2019年８月13日) 4,030 60 △ 9.5 － － 99.0 1,824 
 96期(2019年９月13日) 4,135 60 4.1 － － 99.0 1,927 
 97期(2019年10月15日) 4,076 40 △ 0.5 － － 99.0 1,906 
 98期(2019年11月13日) 4,107 40 1.7 － － 99.0 1,941 
 99期(2019年12月13日) 4,154 40 2.1 － － 99.0 1,873 

100期(2020年１月14日) 4,244 40 3.1 － － 99.0 1,888 
101期(2020年２月13日) 4,113 40 △ 2.1 － － 99.0 1,819 
102期(2020年３月13日) 3,195 40 △21.3 － － 98.9 1,376 
103期(2020年４月13日) 2,856 40 △ 9.4 － － 99.1 1,159 
104期(2020年５月13日) 2,796 40 △ 0.7 － － 99.0 1,141 
105期(2020年６月15日) 3,209 40 16.2 － － 99.0 1,316 

 
（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第100期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2019年12月13日 4,154 － － － 99.0 

12月末 4,303 3.6 － － 99.3 

(期  末)      

2020年１月14日 4,284 3.1 － － 99.0 

第101期 

(期  首)      

2020年１月14日 4,244 － － － 99.0 

１月末 4,093 △ 3.6 － － 99.4 

(期  末)      

2020年２月13日 4,153 △ 2.1 － － 99.0 

第102期 

(期  首)      

2020年２月13日 4,113 － － － 99.0 

２月末 3,945 △ 4.1 － － 99.0 

(期  末)      

2020年３月13日 3,235 △21.3 － － 98.9 

第103期 

(期  首)      

2020年３月13日 3,195 － － － 98.9 

３月末 2,762 △13.6 － － 98.6 

(期  末)      

2020年４月13日 2,896 △ 9.4 － － 99.1 

第104期 

(期  首)      

2020年４月13日 2,856 － － － 99.1 

４月末 2,833 △ 0.8 － － 99.1 

(期  末)      

2020年５月13日 2,836 △ 0.7 － － 99.0 

第105期 

(期  首)      

2020年５月13日 2,796 － － － 99.0 

５月末 3,062 9.5 － － 99.2 

(期  末)      

2020年６月15日 3,249 16.2 － － 99.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第100期～第105期：2019年12月14日～2020年６月15日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（百万円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2019/12/13 2020/２/17 2020/４/15

分配金再投資基準価額：左目盛

基準価額：左目盛純資産総額：右目盛

第100期首 4,154円
第105期末 3,209円
既払分配金 240円
騰 落 率 －17.0％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

基準価額は当作成期首に比べ17.0％（分配金再投資ベース）の
下落となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

米ドル売り、３通貨（豪ドル、ブラジルレアル、南アフリカラン
ド）買いの豪ドルを除く為替取引によるプレミアム（金利差相当
分の収益）を獲得したこと等が基準価額の上昇要因となりまし
た。

上昇要因

新興国高利回り社債市況が下落したことや、３通貨が対円で下落
したこと等が基準価額の下落要因となりました。

下落要因

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

第100期～第105期：2019年12月14日～2020年６月15日

投資環境について

債券市況の推移（当作成期首を100として指数化）

70

80

90

100

110

2019/12/12 2020/２/14 2020/４/14

ＪＰモルガンＣＥＭＢＩブロード・ノン・インベストメント・グレード（ドルベース）

債券市況
新興国高利回り社債市況は下落しました。
新興国高利回り社債市況は、当作成期を
通じて見ると、スプレッド（米国債への
上乗せ金利）が拡大したこと等がマイナ
スとなり、下落しました。
新興国高利回り社債市況のスプレッドは、
米中通商協議の進展等を背景に縮小する
局面もあったものの、新型コロナウイル
スの感染拡大やそれに伴う多くの国での
経済活動の抑制、原油価格の下落等を背
景に市場参加者のリスク回避的な姿勢の
強まりから大きく拡大しました。その後、
主要国の中央銀行の緩和的な措置や経済
活動再開などに対する期待を背景に市場
参加者のリスク回避姿勢が後退し、縮小
しましたが、当作成期を通じて見ると拡
大となりました。

（注）現地日付ベースで記載しております。
（注）ＪＰモルガンＣＥＭＢＩブロード・ノン・インベストメント・グレードとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリ

ティーズ・エルエルシーが算出し公表している米ドル建ての新興国社債（非投資適格）の代表的な指数です。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

為替市況の推移（当作成期首を100として指数化、対円）

（注）現地日付ベースで記載しております。

60

80

100

120

2019/12/12 2020/２/14 2020/４/14

円・豪ドル

円・南アフリカランド

円・ブラジルレアル

為替市況
豪ドル、ブラジルレアル、南アフリカラ
ンドは対円で下落しました。
（豪ドル）
新型コロナウイルスの感染拡大やそれに
伴う多くの国での経済活動の抑制、原油
価格の下落等を背景に市場参加者のリス
ク回避的な姿勢の強まりから、安全資産
である円が買われ、当作成期を通じてみ
ると、豪ドルは対円で下落しました。
（ブラジルレアル）
新型コロナウイルスの感染拡大やそれに
伴う多くの国での経済活動の抑制、原油
価格の下落等を背景に市場参加者のリス
ク回避的な姿勢の強まりから、安全資産
である円が買われ、当作成期を通じてみ

ると、ブラジルレアルは対円で下落しま
した。
（南アフリカランド）
新型コロナウイルスの感染拡大やそれに
伴う多くの国での経済活動の抑制、原油
価格の下落等を背景に市場参加者のリス
ク回避的な姿勢の強まりから、安全資産
である円が買われ、当作成期を通じてみ
ると、南アフリカランドは対円で下落し
ました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債
ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国
バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
各円建ての外国投資信託への投資を通じ
て、米ドル建ての新興国の高利回り社債
を実質的な主要投資対象とし、利子収益
の確保および値上がり益の獲得をめざし
ました。各投資信託証券への投資にあ
たっては、実質的な配分は３分の１程度
ずつになることを基本としました。また、
マネー・マーケット・マザーファンド投
資信託証券を一部組み入れた運用を行い
ました。

ピムコ　バミューダ　エマージング　
マーケット　ハイ　イールド　コーポ
レート　ボンド　ファンド　Ｂ　－　
クラス　Ｊ（ＡＵＤ）、クラス　
Ｊ（ＢＲＬ）、クラス　Ｊ（ＺＡＲ）
米ドル建ての新興国の高利回り社債等に
投資を行いました。

国別・セクター配分戦略
国別選択では、ゼレンスキー大統領の政
策への期待感に加え、国際通貨基金（Ｉ

ＭＦ）によるサポートが続いているウク
ライナを積極姿勢としました。一方、長
引くデモ等により政情が不安定化した香
港については消極姿勢としました。
保有外貨建て資産に対しては、米ドル売
り、３通貨買いの為替取引を行いました。

マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保をめざした運用を行い
ました。

整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、
2020年６月15日のコール・レートは
－0.018％となりました。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第100期

2019年12月14日～
2020年１月14日

第101期
2020年１月15日～
2020年２月13日

第102期
2020年２月14日～
2020年３月13日

第103期
2020年３月14日～
2020年４月13日

第104期
2020年４月14日～
2020年５月13日

第105期
2020年５月14日～
2020年６月15日

当期分配金
（対基準価額比率）

40
（0.934％）

40
（0.963％）

40
（1.236％）

40
（1.381％）

40
（1.410％）

40
（1.231％）

当期の収益 36 29 26 25 25 31

当期の収益以外 3 11 14 14 15 9

翌期繰越分配対象額 2,537 2,526 2,512 2,498 2,483 2,474

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債
ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国
バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
各円建て外国投資信託への投資を通じて
米ドル建ての新興国高利回り社債を高位
に組み入れた運用を行うほか、一部、マ
ネー・マーケット・マザーファンドの投
資信託証券の組み入れを維持し、毎月の
分配をめざしていく方針です。

ピムコ　バミューダ　エマージング　
マーケット　ハイ　イールド　コーポ
レート　ボンド　ファンド　Ｂ　－　
クラス　Ｊ（ＡＵＤ）、クラス　
Ｊ（ＢＲＬ）、クラス　Ｊ（ＺＡＲ）
新興国への投資に際しては、国ごとの経
済政策とその成果を見極めたうえで、慎
重に投資先を選別していくことが引続き
重要であると考えます。各国の財政状況
や対外収支状況を含むファンダメンタル
ズ分析などに基づき、投資対象国を注意
深く選別します。ファンダメンタルズが
良好な国の中では、安定した現金創出能
力と国際競争力を有し、バリュエーショ
ン上魅力があると考える企業を選好しま
す。具体的には、ゼレンスキー政権下で
の構造改革による景気下支え効果が期待
されることに加え、ＩＭＦによる支援策
が続いているウクライナを積極方針とし

ます。一方、長引くデモや政治的な対立
により政情が不安定化したことで、景気
が急激に悪化している香港については慎
重姿勢とします。
なお、引き続き、保有外貨建て資産に対
し、米ドル売り、３通貨買いの為替取引
を行います。

マネー・マーケット・マザーファンド
消費者物価の前年比は依然として２％を
大きく下回っており、今後も日銀による
金融緩和政策が継続すると想定されるこ
とから、短期金利は引き続き低位で推移
すると予想しています。以上の見通しに
より、コール・ローンおよびＣＰ現先取
引等への投資を通じて、安定した収益の
確保をめざした運用を行う方針です。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

2019年12月14日～2020年６月15日

１万口当たりの費用明細

項目
第100期～第105期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 34 0.968 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (21) (0.606) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (12) (0.339) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.023) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 34 0.970

作成期中の平均基準価額は、3,482円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.91％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.91

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.91

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） －

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） －

運用管理費用
（投信会社）
1.20％

運用管理費用
（販売会社）
0.67％

その他費用
0.00％運用管理費用（受託会社）

0.04％

当ファンド
1.91％

運用管理費用以外
－％

投資先ファンド
－％

運用管理費用
－％

総経費率
1.91％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○売買及び取引の状況 (2019年12月14日～2020年６月15日) 

 

 

銘 柄 
第100期～第105期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 千口 千円 千口 千円  
ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート 
ボンド ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＡＵＤ） 

4 25,143 27 137,798  

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート 
ボンド ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＢＲＬ） 

32 86,207 28 77,900  

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート 
ボンド ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＺＡＲ） 

13 53,494 26 117,135  

合 計 50 164,846 81 332,834  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年12月14日～2020年６月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2020年６月15日現在) 

 

銘 柄 
第99期末 第105期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＡＵＤ） 

100 78 427,949 32.5 

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＢＲＬ） 

167 171 436,267 33.1 

ピムコ バミューダ エマージング マーケット ハイ イールド コーポレート ボンド 
ファンド Ｂ － クラス Ｊ （ＺＡＲ） 

121 109 438,538 33.3 

合 計 389 358 1,302,755 99.0 
 

（注） 比率は三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）の純資産総額に対

する比率。 

 

  

投資信託証券 
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

 

銘 柄 
第99期末 第105期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 1,513 1,513 1,541 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年６月15日現在) 

項 目 
第105期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,302,755 97.6 

マネー・マーケット・マザーファンド 1,541 0.1 

コール・ローン等、その他 30,635 2.3 

投資信託財産総額 1,334,931 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第100期末 第101期末 第102期末 第103期末 第104期末 第105期末 

2020年１月14日現在 2020年２月13日現在 2020年３月13日現在 2020年４月13日現在 2020年５月13日現在 2020年６月15日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,909,428,787   1,839,749,235   1,403,786,968   1,177,279,193   1,159,331,758   1,334,931,151   

 コール・ローン等 16,632,598   15,382,727   19,527,399   15,016,187   10,268,649   8,734,532   

 投資信託受益証券(評価額) 1,870,154,681   1,801,125,000   1,361,418,212   1,148,221,649   1,130,221,752   1,302,755,262   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 1,541,508   1,541,508   1,541,357   1,541,357   1,541,357   1,541,357   

 未収入金 21,100,000   21,700,000   21,300,000   12,500,000   17,300,000   21,900,000   

(B) 負債 20,938,120   20,705,980   27,676,659   18,131,019   18,102,764   18,543,657   

 未払収益分配金 17,800,099   17,690,138   17,228,416   16,232,931   16,329,416   16,407,319   

 未払解約金 －   145,935   7,879,925   －   －   －   

 未払信託報酬 3,132,523   2,864,887   2,563,793   1,894,765   1,770,243   2,132,601   

 未払利息 11   2   35   9   8   4   

 その他未払費用 5,487   5,018   4,490   3,314   3,097   3,733   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,888,490,667   1,819,043,255   1,376,110,309   1,159,148,174   1,141,228,994   1,316,387,494   

 元本 4,450,024,900   4,422,534,655   4,307,104,244   4,058,232,933   4,082,354,070   4,101,829,809   

 次期繰越損益金 △2,561,534,233   △2,603,491,400   △2,930,993,935   △2,899,084,759   △2,941,125,076   △2,785,442,315   

(D) 受益権総口数 4,450,024,900口 4,422,534,655口 4,307,104,244口 4,058,232,933口 4,082,354,070口 4,101,829,809口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,244円 4,113円 3,195円 2,856円 2,796円 3,209円 
 
 

 

  

親投資信託残高 



品 名：03_90003_251219_105_02_三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）_823412.docx 

日 時：2020/7/21 9:08:00 

ページ：14 
 

― 14 ― 

三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○損益の状況 

項 目 
第100期 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 

2019年12月14日～ 
2020年１月14日 

2020年１月15日～ 
2020年２月13日 

2020年２月14日～ 
2020年３月13日 

2020年３月14日～ 
2020年４月13日 

2020年４月14日～ 
2020年５月13日 

2020年５月14日～ 
2020年６月15日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 17,176,017   15,763,089   13,921,904   12,204,586   12,143,085   12,893,089   

 受取配当金 17,176,842   15,763,320   13,922,363   12,205,075   12,143,415   12,893,603   

 受取利息 －   5   －   24   6   3   

 支払利息 △          825   △          236   △          459   △          513   △          336   △          517   

(B) 有価証券売買損益 43,607,333   △   52,980,755   △  388,441,265   △  130,988,567   △   18,818,420   175,241,168   

 売買益 44,297,887   303,518   3,267,668   9,244,823   22,778,670   175,436,135   

 売買損 △      690,554   △   53,284,273   △  391,708,933   △  140,233,390   △   41,597,090   △      194,967   

(C) 信託報酬等 △    3,138,010   △    2,869,905   △    2,568,283   △    1,898,079   △    1,773,340   △    2,136,334   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 57,645,340   △   40,087,571   △  377,087,644   △  120,682,060   △    8,448,675   185,997,923   

(E) 前期繰越損益金 △  546,327,349   △  500,240,995   △  533,417,210   △  861,122,345   △  990,902,028   △1,007,729,101   

(F) 追加信託差損益金 △2,055,052,125   △2,045,472,696   △2,003,260,665   △1,901,047,423   △1,925,444,957   △1,947,303,818   

 (配当等相当額) (  1,130,151,581)  (  1,121,844,565)  (  1,087,853,558)  (  1,019,313,776)  (  1,019,660,000)  (  1,018,374,796)  

 (売買損益相当額) (△3,185,203,706)  (△3,167,317,261)  (△3,091,114,223)  (△2,920,361,199)  (△2,945,104,957)  (△2,965,678,614)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △2,543,734,134   △2,585,801,262   △2,913,765,519   △2,882,851,828   △2,924,795,660   △2,769,034,996   

(H) 収益分配金 △   17,800,099   △   17,690,138   △   17,228,416   △   16,232,931   △   16,329,416   △   16,407,319   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △2,561,534,233   △2,603,491,400   △2,930,993,935   △2,899,084,759   △2,941,125,076   △2,785,442,315   

 追加信託差損益金 △2,056,387,132   △2,050,337,484   △2,009,290,610   △1,906,728,949   △1,931,568,488   △1,950,995,465   

 (配当等相当額) (  1,128,816,574)  (  1,116,979,777)  (  1,081,823,613)  (  1,013,632,250)  (  1,013,536,469)  (  1,014,683,149)  

 (売買損益相当額) (△3,185,203,706)  (△3,167,317,261)  (△3,091,114,223)  (△2,920,361,199)  (△2,945,104,957)  (△2,965,678,614)  

 分配準備積立金 203,995   269,847   415,368   143,168   306,815   337,334   

 繰越損益金 △  505,351,096   △  553,423,763   △  922,118,693   △  992,498,978   △1,009,863,403   △  834,784,184   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 
①作成期首（前作成期末）元本額 4,510,928,116円 
作成期中追加設定元本額 174,213,558円 
作成期中一部解約元本額 583,311,865円 
また、１口当たり純資産額は、作成期末0.3209円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は2,785,442,315円です。 
③分配金の計算過程 

項 目 
2019年12月14日～ 
2020年１月14日 

2020年１月15日～ 
2020年２月13日 

2020年２月14日～ 
2020年３月13日 

2020年３月14日～ 
2020年４月13日 

2020年４月14日～ 
2020年５月13日 

2020年５月14日～ 
2020年６月15日 

費用控除後の配当等収益額 16,289,213円 12,893,184円 11,353,621円 10,306,506円 10,369,742円 12,746,744円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 1,130,151,581円 1,121,844,565円 1,087,853,558円 1,019,313,776円 1,019,660,000円 1,018,374,796円 

分配準備積立金額 379,874円 202,013円 260,218円 388,067円 142,958円 306,262円 

当ファンドの分配対象収益額 1,146,820,668円 1,134,939,762円 1,099,467,397円 1,030,008,349円 1,030,172,700円 1,031,427,802円 

１万口当たり収益分配対象額 2,577円 2,566円 2,552円 2,538円 2,523円 2,514円 

１万口当たり分配金額 40円 40円 40円 40円 40円 40円 

収益分配金金額 17,800,099円 17,690,138円 17,228,416円 16,232,931円 16,329,416円 16,407,319円 

④信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、「三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨
選択シリーズ」の各信託（＜マネープールファンド＞を除く）の信託財産の純資産総額の合計額に年10,000分の72.5以内の率を乗じて得
た額を委託者報酬の中から支弁しております。  
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三菱ＵＦＪ 新興国高利回り社債ファンド 通貨選択シリーズ＜資源国バスケット通貨コース＞（毎月分配型）

○分配金のお知らせ  

 第100期 第101期 第102期 第103期 第104期 第105期 

１万口当たり分配金（税込み） 40円 40円 40円 40円 40円 40円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・2020年１月１日以降の分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

信託期間を従来の2021年６月11日から2026年６月12日へ延長し、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2020年３月13日） 
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